
 2015年度 学習支援推進委員会 自己点検・評価報告書

基準 １ 理念・目的

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）付属機関等の理念・目的は適切に設定されているか

a ◎高等教育機関として大学が追及すべ
き目的（建学の精神，教育理念，使
命）を踏まえて、当該付属機関・委員
会の理念・目的を設定していること。
【約５００字】

　学習支援推進委員会は，2005年７月に「明治大学学習支援推進委
員会設置要綱」を制定し，本大学及び各学部の教育理念実現と教育
目標の達成のため設置された。これは，近年の入学選抜の多様化及
び学生の多国籍化により，これまでの統一的・全体的な学習指導で
は十分対応できていない状況を改善し，学生個々の多様なニーズに
対して，柔軟かつきめ細かい学習指導が必要となっているためであ
る。
　和泉学習支援室では，学生への学習支援と授業支援を行うための
ＴＡ及び助手が配置されている。特に前者では，学生の多様なニー
ズに対応するため，語学，専門科目，教養科目など幅広い支援がで
きる体制をとっている。生田キャンパスについては，理工学部・農
学部それぞれに学習支援室が開設され，各専攻のＴＡが主体となっ
て学部学生への学習支援活動を実施している。2013年度からは国際
日本学部，総合数理学部等が設置されている中野キャンパスに「中
野学習支援室」を開室し，ＴＡを配置して学習支援を行っている。
駿河台地区の学習支援室は利用率の低下と教室事情のため，2009年
度に閉室された。

（２）付属機関等の理念・目的の適切性について定期的に検証を行っているか

a ●理念・目的の適切性を検証するに当
たり、責任主体・組織、権限、手続き
を明確にしているか。また、その検証
プロセスを適切に機能させているか。
【約３００字】

 自己点検・評価報告書を作成し，学習支援推進委員会（2015年６月
22日：審議事項３）にて検証を行い，年度計画書に反映している。
2015年度は，学習支援室での支援，身体機能に障がいのある学生へ
の支援体制の整備等の課題を2016年度計画書に反映した。

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画



 2015年度 学習支援推進委員会 自己点検・評価報告書

基準 ２ 教育研究組織

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）付属機関等の教育研究組織は，理念・目的に照らして適切なものであるか

a ①教育研究組織の設置状況は理念・目
的に照らし，適切であるか。学術の進
展や社会の要請と教育との適合性につ
いて配慮したものであるか。

●教育研究組織は，当該大学の理念・
目的を実現するためにふさわしいもの
であるか。
【約３００字】

　学習支援推進委員会は本大学の各学部における教育理念の実現と
教育目標の達成のため，本大学の学生に対し，個々人に合わせた多
様な学習支援を実施し，これを全学的に推進することを目的とし
て，教務部委員会の下に，設置されている。
　理念・目的との適合性としては、多種多様な入学形態で入学して
きている学生のレベルアップに貢献し，グローバル化するこれから
の社会でしっかりと活躍できる学生の育成を目指して学習支援に取
り組んでいく組織になっている。
　学術の進展や社会の要請と適合性としては，スポーツ特別入試入
学者等への対応等，多様化する入試体制に対応するという社会の要
請と適合している。

（２）付属機関等の教育研究組織の適切性について，定期的に検証を行っているか

a ●教育研究組織の適切性を検証するに
あたり，責任主体，・組織，権限，手
続きを明確にしているか。

●その検証プロセスを適切に機能させ
て，改善に結びつけているか。
【約５００字】

　委員会は以下のメンバーで構成しており，個々人に合わせた多様
な学習支援を実施し，これを全学的に推進することを目的としてい
るという観点から適切である。
(1)教務部長
(2)教務部長が指名する副教務部長１名
(3)各学部長が推薦する教務主任各１名
(4)教務部長が推薦する専任教員５名
(5)学生部委員会委員のうちから学生部長が推薦する専任教員１名
(6)国際教育センター長が指名する副センター長１名
(7)教務事務部教務事務長及び和泉教務事務長，学生支援部学生
　 支援事務長並びに中野キャンパス事務部中野教務事務長
しかし，検証プロセスが機能しているとは言えない。

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画



 2015年度 学習支援推進委員会 自己点検・評価報告書

基準 ６ 学生支援

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）学生が学修に専念し，安定した学生生活を送ることができるよう学生支援に関する方針を明確に定めているか

a ●修学支援，生活支援，進路支援に関
する方針を，理念・目的，入学者の傾
向等の特性を踏まえながら定めている
か。また，その方針を教職員で共有し
ているか。
【約２００字】

　多種多様な入学形態で入学してきている学生のさまざまなニーズ
に応え，全学的な学習支援を推進することを目的として，教務部委
員会の下に「学習支援推進委員会」が設置されている。
　2015年度には，次の４点を中心とした学習支援を行った。
　①学習支援室でのＴＡによる基礎的科目及び基本科目の学習指
導，②スポーツ特別入試入学者対象の語学の運営，③スポーツ特別
入試入学者対象の授業出席確認カードの管理，④障がい学生に対す
る学習支援活動のサポートである。
それぞれの支援については，各学部の教務主任や関係部署の教職員
で構成される学習支援推進委員会にて審議や報告をし，情報を共有
している。
　更に各学部においても独自に修学支援を行っており，その内容
は，入学前教育や補習・補充教育の実施，ガイダンスの実施，アカ
デミック・アドバイザーの配置，オフィスアワーの実施，初年次教
育科目の開設，成績不良者や単位僅少者への面談・学習計画の作成
指導などである。これらの各学部の学習支援実施状況及び課題につ
いては，学習支援推進委員会で報告後，明治大学学習支援報告書を
作成・公開しており，それぞれの支援について情報共有する手段と
なっている。

＜補習・補充教育に関する支援体制とその実施＞
　学習支援室における学習指導では，文系１・２年生のキャンパス
である和泉キャンパスに「和泉学習支援室」，生田キャンパスに
「理工学部学習支援室」，「農学部学習支援室」，中野キャンパス
に「中野学習支援室」を設置し，ＴＡを配置して学習支援を行って
いる。
　また，スポーツ特別入試入学者対象の語学を設置することで，必
修である語学の授業において，当該の学生が部活と勉学を両立でき
るよう支援をしている。また，スポーツ特別入試入学者の授業出席
を促すため，「授業出席確認カード」を用意している。

和泉学習支援室につい
て，2015年度秋学期に
第一校舎地下１階か
ら，同校舎１階に移動
し，学生の目にも止ま
りやすくなったととも
に，より学生が来室し
やすくなった。

スポーツ特別入試入学
者対象の授業出席確認
カードについて，形骸
化してしまっていると
ころがあるため，今後
の実施の要・不要や，
やり方について，検討
する必要がある。

和泉学習支援室の移転
にともなって，支援を
必要としている学生
が，学習支援室の存在
を「知らなかった」と
いうことがなくなるよ
う，周知を引き続き
行っていく。

学習支援推進委員会に
て，運営方法の変更
や，代替案などについ
て，引き続き検討をお
こなっていく。

＜障がいのある学生に対する修学支援＞
　身体に障がいのある学生に対する全学的な支援体制として，学習
支援推進委員会の下に2012年５月に教務事務室に「障がい学生学習
支援チーム（兼務の専任職員１名・嘱託職員コーディネーター２名
の計３名）」を設置し，学習支援活動のサポートを行っている。サ
ポート体制としては，所属学部を通じて障がいのある学生を支援す
る形を基本としながら，学習支援チームにおいて学内外の関係機関
と必要な連携や情報交換を図り，全学的な支援ノウハウを蓄積し
て，所属学部と協働して効果的な支援を行っている。現時点での支
援は身体障がいに限定している。2015年度は障がい学生から支援要
請がなかったため，「サポートスタッフ学生」の支援，広報・啓発
活動を中心に，潜在的なニーズを持った学生が学業に支障をきたし
たり，必要性を感じた時に速やかに支援ができるよう，障がい学生
の学習支援活動についてサポートスタッフ学生の養成や学内周知に
努めた。また，2016年４月の障害者差別解消法の法律改正施行に向
けたワーキンググループで，身体または発達障がい学生への支援に
向けた大学としての理念等について検討を重ねた。

「障がい学生学習支援
チーム」は学内外の関
係機関との必要な連携
や情報交換を図り，全
学的な支援ノウハウを
蓄積，「サポートス
タッフ学生」の支援，
広報・啓発活動を中心
に，潜在的なニーズを
持った学生が学業に支
障をきたしたり，必要
性を感じた時に速やか
に支援ができるよう支
援学生養成や学内周知
に努め所属学部と協働
して効果的な支援を
行っている。

障がい学生の受け入れ
や，支援について大学
全体の方針を定め，こ
れを社会に公表してい
くとともに，身体に障
がいのある学生に加
え，精神・発達障がい
のある学生に対し合理
的配慮が整うよう啓発
していく必要がある。

日常的支援が必要な状
況が発生した時のため
に福祉関係の専門的知
識と経験を持った嘱託
職員コーディネーター
の必要人員数を継続的
に確保したい。また，
学生や教職員の理解促
進・意識啓発を図るた
めにスキルアップセミ
ナー等各種セミナーを
企画・実施する。さら
に現在学内にある施設
的バリアーを早期発
見・解決し，災害時等
の対応に備えるととも
に，障がい学生の状
態・特性等を考慮し，
全学的な危機予測や避
難方法，人的体制等を
検討していく。

障がい学生の受け入れ
や，支援について大学
全体の方針を定め，こ
れを社会に公表してい
くとともに，合理的配
慮が整うよう啓発して
いく必要がある。現
在，学生相談室で対応
している精神・障がい
の学生への支援とも連
携しながら，更なる支
援体制の充実に向け
て，情報収集や支援内
容，体制の検討を引き
続き行っていく。

b ●方針に沿って，修学支援のための仕
組みや組織体制を整備し，適切に運用
しているか。
　○留年者，休退学者の状況把握と対
応
　○障がいのある学生に対する対応
　○外国人留学生に対する対応
　○学生支援の適切性の確認
【約４００字～８００字程度】

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画



 2015年度 学習支援推進委員会 自己点検・評価報告書

基準 ６ 学生支援

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

（２）学生への修学支援は適切に行われているか

a ●方針に沿って，修学支援のための仕
組みや組織体制を整備し，適切に運用
しているか。
【約４００字～８００字程度】

　聴覚・視覚・肢体不自由等，身体の機能に障がいのある学生に対
して，入学試験から入学後の授業学習に関する支援を，学習支援推
進委員会の下，教務事務室所管として，「障がい学生支援」組織の
構築をめざし，2012年度から「障がい学生学習支援チーム」として
学習支援活動のサポートと経験やノウハウを蓄積している。支援体
制としては，所属学部を通じて障がい学生を支援する形を基本とし
ながらも，学内外の関係機関との必要な連携や情報を図り，所属学
部と学習支援チームとが協働してより効果的な支援を行っている。



 2015年度 学習支援推進委員会 自己点検・評価報告書

基準 10 内部質保証

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）大学の諸活動について点検・評価を行い，結果を公表することで社会に対する説明責任を果しているか

a ◎自己点検・評価を定期的に実施し，
公表していること
【約４００字】

　2015年度第１回目の委員会（2015年６月22日開催）において，前
年度の自己点検・評価報告書を確認している。

（２）内部質保証システムを適切に機能させているか

a ●自己点検・評価の結果が改革・改善
につながっていること
●学外者の意見を取り入れていること
●ＰＤＣＡサイクルを回すための，Ｃ
ｈｅｃｋ（点検・評価）およびＡｃｔ
ｉｏｎ（改善）の具体的内容・工夫

　学習支援推進委員会において，自己点検・評価の方針と内容につ
いて検討している(2015年６月22日開催)。2015年度については，検
証した結果，身体機能に障がいのある学生への支援体制の整備等の
課題が明確になり，年度計画書の作成時に反映している。

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画
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